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　政治経済学部は本学の国際化をリードする学部として大きな
役割を果たしています。2007年には学部独自に「国際交流委員
会」を設置。国際舞台で活躍できる人材の育成を目指す「留学促
進プログラム」を開始しました。それからわずか10年後の2017年
度には派遣学生数は336名を数え、本学の派遣学生総数1796名の
18％を占めるまでになりました。受入留学生も毎年200名近くに
及び、政治経済学部は政治・経済・社会に関する専門知識を軸に、
教育のグローバル化に成功した学部です。こうした努力は社会
的にも高く評価され、文部科学省の平成24年度「経済社会の発展
を牽引するグローバル人材育成支援事業（タイプB）」、平成26年
度「日EU共同学生交流プログラム」、同年度の「スーパーグロー
バル大学創成支援事業（グローバル化牽引型）」（SGU）等の採択
につながっています。また、政治経済学部と海外の大学双方で学
位を取得するダブルディグリープログラムやLSEでのサマース
クール等で成長した卒業生の多くが、国内外のグローバル企業

（投資銀行を含む）、外務省、国際機関､ NGO、教育・研究機関等
で活躍するようになっています。今では全学部のプログラムと
なったUC（Berkley, Davis, Los Angeles, Irvine）のサマーセッ
ションやTemple Universityとのダブルディグリーも、最初は政
治経済学部によって開発されたものでした。常に学生の目線に
立って、教育のグローバルなイノベーションを目指す政治経済
学部で、次の時代を切り拓く大胆な挑戦をしてください。

　世界中がグローバル化の波に覆われています。引き戻すこと
も、止めることもできない巨大なうねりです。そのため、世界的
な、国をあげての、さらには個人としても対応することが喫緊の
課題となっています。だからこそ状況を正しく捉え、的確に対処
することが大切です。
　明治大学は国内でも有数のグローバル化推進大学として知ら
れています。じつはその中心的な役割を担っているのは政治経
済学部です（詳細はこのパンフレットを見てください）。いつわ
らない私の気持ちを誤解を恐れずに言えば、当学部こそがもっ
ともグローバル化に適した学問体系を持っていると考えてい
ます。
　というのも、グローバル化への対応とは単に外国語（特に英
語）を使って何かをするというだけではないからです。語学はで
きる方がより良いのですが、もっと大切なことがあります。一つ
には他者（外国人）の考え方や行動パターン、それらが生まれて
くる文化や伝統、政治や経済状況などを理解することであり、も
う一つはあなた自身に関するそれらのことを他者に正しく理解
してもらうことです。そのためには、あなたが自身のバックグラ
ウンドを正しく認識しておくことも大切です。
　政治経済学部にはそれらの理解を深めるための、そして活用
するための語学を含めた各種講義、多様な留学プログラムがあ
ります。あなたの積極的な活用を期待しています。

大六野 耕作
明治大学学長

小西 德應
政治経済学部長
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＊登場する人物の在籍年次や役職等は、取材時（2022年2月）のもの

派遣プログラム

学内プログラム

受入プログラム

派遣実績 受入実績

充実した支援制度

●短期留学プログラム
　（引率あり型、引率なし型）
●長期留学プログラム
　（授業料免除型、授業料負担型）
●ダブルディグリープログラム

●グローバルキャリア形成（GCD）プログラム
●The Supporters(政治経済学部 国際交流学生委員会)
●トップスクールセミナー
●英語実践力特別強化（ACE）プログラム

●助成金、奨学金
●語学能力試験の検定料助成
●TOEIC・TOEFL無料受験
●留学説明会・相談会

●長期受入プログラム（1学期間～1学年間）
●短期受入プログラム（数週間）

2008年度以降の累計派遣学生数（のべ） 2008年度以降の累計受入学生数（のべ）

（2022年3月現在） （2022年3月現在）
※大学間・学部間協定に基づく派遣プログラム及びその他の留学・

派遣プログラムの合計実績
※短期～長期の派遣実績

※大学間・学部間協定に基づく受入プログラム及びその他の受入
プログラムの合計実績

※短期～長期の受入実績

政治経済学部の
国際交流・グローバル教育紹介

2019年度末以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、学内の多くの国際交流・留学プログラムが影響を受けて

います。政治経済学部では、コロナ禍においても、既存のプログラムのオンライン化を実現するなど工夫を重ね、学生

に海外協定校の学生との交流の機会や留学の機会を提供しています。

※2020年度以降、タイ・
ベトナム・オーストラ
リアの協定校との短
期留学プログラムを
オンラインプログラ
ムとして実施したほ
か、アジア太平洋地域
の各協定校からもオ
ンラインで留学生を
受入れました。

海外協定校とのオンラインプログラムの様子

コロナ禍の国際交流
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